寺 人 29 が が る 、 放 が 深まる 
g 三 2 ブー ター や 


2023 年 2 月 1 日 発行 9 9 人 で 
肖 


フラ プ ヴ ツーリズム 


旅行 設定 期 上 
2023 年 
2 月 9 月 


クラ ブツ ー リ ズム の 最上 級 国内 旅行 


ssKOYAL GRANSTAG 


ーー 


" 少 人 数 (19 名 以下 ) で 行く 


大 人 の 区 沢 旅 


I 条 人 填 を こ 傘 


※ 既 に お 申し 込み 済み の お 客 様 に は 
弊社 より 個別 に ご 案内 し ます 


義久 2023 年 の 旅 kz 
続々 発表 催行 決定 多数 ! 


添乗 員 同 行 の 旅 ! の 
世界 70 カ 国 の ツア ー 販 売 中 ! 3 


クラ ブツ ー リ ズム 海外 了 詞 ロ 3 庄 


ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ の お 


旅行 代金 か ら 1 いな 


/ 厳選 し た 旅館 . ホ テル に ご 稚 泊 Taro08 000 
社 最 上 級 S ラ ンク 指定 の 旅館 ホテ ル を 利用 し ます 。 < 
※S ラ ンク 以外 で も 特色 が あり 評価 が 高い 施設 を 利用 する 場合 も あり ます 。 
ン ゆとり の 行程 で ご 委 内 9 
宿泊 施設 疫 へ は 、16 時 30 分 頃 の 到着 、 朝 は 9 時 以降 話 の 出発 で す 。 遂 に ロ Th 
グ ※ 祭 りな どの イベ ント 、 夜 お よび 朝 の 自然 観賞 、 宿 泊 施設 外 で の お 食事 な どの 場合 を 除き ます 。 ※ 補 助 金額 お よび 地域 限定 クー ポ に 居 の 半 は お 玉 人 0 の 近 全 人 に 和 
ヴ 最大 28 名 様 まで 、 少 人 数 で の 快 導 な 旅 か HH 
S 誠 EE SR 2 
7 の rb Y に つき 28 名 様 ま で 。12 名 様 よ り ツ アー 催行 し ます 。 人 07UHNGIRIHCPK 
/ 往復 の 列車 は グリ ー ン 車 : 茜 煙 席 を 利用 HDS03HhdPT 
た 中 5 楽 こぶ さい 発着 の 列車 と 定 で だ の 手 数 料 を 肛 し ます 各 和 府 県 お より 事業 者 に お 5 いて 定め る 販売 
上 時: 人 天 和 は - 提 偽 97 あ 0 ます 。 きす な ペー に て 有人 公 還 し ます りり 用 に す 和 め ゲ 94 た 
2 お 帰 り の 手荷物 宅 宅 配 サ ー ビ ス ※ 下 記 URL で 内 容 ・ 注 意 事項 を 必ず ご 確認 の 上 、 ご 予約 くだ さい 


https://www.club-tcom/sp/special/common/ryokoshien/ 


クラ ツー 全国 旅行 支援 | 検索 


※ お ひと り 様 お ひと つ (25kg) ま で 。 ※ 日 帰り ツア ー を 除き ます 。 


の 経験 豊か な TD (添乗 中) と バス ガイ ド が ご 案内 
また は ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ 専属 スタ ッ プ が ご 案内 し ます 。 
※ バ スガ イド は 一 部 コー ス に より 例外 が あり ます 。 


/ 出発 前 に TD ( 深 乗 員 ) よ り 電 話 に よる ご 挨拶 


※ 代 表 者 様 に お か けし ます 。 ご 不在 時 は 前 日 21:00 ま で を めど に 数 回 お か けし ます 。 
び 落ち 着き ある 大 人 の た め の 旅 
1 月 1 日 現在 、 感 染 症 対策 の た め バス 1 台 に つき 19 名 様 ま で の 募集 と し て いま す 


リー クラ フロ リー ロ ロフ: へ 、 
※2023 年 1 月 出発 分 より 、 催 行 決定 に つい て の 書面 の お 送り を 中 止 と を る せ て いた だ きま す 。 催 行状 況 の 近鉄 グル ー プ フラ プリ ー リ ズム 株 式 会 社 
ご 確認 は 弊社 イン ター ネッ ト に て お 願い いた し ます 。 イ ンタ ーネット が ご 利用 いた だ け な い 方 は 、 お 手数 で 


す が 弊 社 コー ル セ ンタ ー ま で ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 検索 


* 旅 行 と 


連 o 請 評 の フ ラブ リー リズ スム PASS 
会 員 ※ 限 定 の 旅行 特典 旅行 サー ビス が 使い 放題 園 


会 員 と は クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 を 指し ます 


550 円 & 芝 革 年 額 プ ラン 6,0 


※ 全 国旅 行 支援 対象 コー ス は クラ ブツ ー リ ズム パス 会 会 員 制 引 特典 の 対象 外 と な る 場合 が あり ます 。 


絆 口 


テ ジ タ ルカ タロ グ の 大 本 的 な 使い 万 


|IPC で の 操作 


ペー ジ め くり 拡大 ・ 系 


ブッ ク 画 面 の 左右 に ある マウ スホイ ー ル を 上 に 
矢印 ボタ ン を クリ ッ ク す る と _ 前 スク ロー ル し て 拡大 。 
ペー ジ が めく れ ま す 。 (拡大 時 に ) 

下 に スク ロー ル し て 縮小 。 


スマートフォン で の 操作 


CE.。 衣 AI ま る = ミワ ン ラン ク 上 の 旅 っ デア いっ も より 消し お けい た | 


くに 旅 し て みた い 。 そん な 


4 で の | 
ラプ リー ーー v ご 要望 に お こたえ する 人 旅 | 
フラ フウ ツーリズム / ン マ ん ンジ に 
| 近鉄 フル ー プ ーw ノ クラ ブツ ー リ ズム が 提案 | 


2019 と 1 月 10 発生 ーー ェ ー n 満ち た ワン ラン ク 上 の 旅 | 
1 Fi | 日 トコ 
7 フラ プリ ー リ ズム の 旅 を ご 満 東 くだ さい 。 | 
2020 征 3 用 に 
[ / 上 守 ラン タ 以 上 の テ ん を 利用 9 “ふら の ご 金 加 で ツア ー は 出 移 し ます | 
国内 ン 削 区 半 が の TTFTT ン Taaeekieeeo 「* で の 旧 め の お 家人 | 
| し 旅行 13 で りな を を 現 | | 
| Eo | 
世界 道上 。 『 | 
| ZS が に ーー | 
(の 優 准 さ が 議論 
ノミ | 
Fi ー 


ye ッ プ する と 、 
ー 詳 細 ペ ー ジ が 表示 され 、 お 申し 込み で きま す 。 


ail RU 
Yi は 15-19240 間 Wi 


儲 上 計 * ーー 深 も に 


ジ 国内 | 検索 
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ッ B 24 Hg 
近鉄 グル ー プ フラ ブ ' リ ー リ ス ツ 、 株 式 会 社 ワレ ミア ム ス チー ジ 


5 桜の 絶景 名 所 吉野 本 桜 詳 
5 め 露 天風 呂 付き 離れ 客室 
1 y ク さ 

地温 泉 | ノリ 谷 干 民 」 


^ - 、「 く つろ ぎの アッ プ グ レー ド 」 を コン セプト に し た 
鉄 特 仙 | ひ の と り 」 和 Jp と りあ る 3 多 配置 の プレ ミア ムシ ー 
プレ ミア ムシ ー ト 利用 -。 下 を ご 用 意 。 座 席 の 前 後 間隔 は 130cm、 後 ろ に 
([ 和 近鉄 名 古屋 大 和 人 林間 - 邊 ね な く 倒せ る パッ クシ ェ ル タ イ プ で す 。 


H まこ LM 
和 後 する 場合 ニ ジ に = = 1 の -( 男 同行 国 2 名 圏 12 名 困 同 乗 囲 不可 
0 NE SS 人 0 上 WS 奈良 交通 同等 


人 (お ひと り ) 200 % 000 
出発 日 曲 村 HG( 本 7 谷 日 


| 近鉄 名 古屋 (10.00 発 )… 近 鉄 特急 「 ひ の 50」 プ レミ アム シー ドー 大 私 
= 橿原 ( ) = 石 舞 台 古 墳 ( 約 60 本 の 桜 約 40 分 )= 奈 良 公園 
(日 本 きく ら 名 所 100 選 プ 約 60 分 ) = 奈良 ・ JW マ リオ ッ ト ホ テル 奈 良 ( 泊 ) 
※16:30 到 着 予定 。 日 本 初 上 陸 の マリ オッ ト ホ テ ル 。 


日 同 因 
2 奈良 (815 出 発 ) = 吉野 山 (美しい 桜の 里 を 各自 ウォ ー キ ング 約 90 分 )… 
竹林 院 群 芳 園 ( )= 道 の 駅 ・ 十 津 


| の M 
の 2 揚力 谷 丁 鹿 


川 痢 =〈 ホ テル 無料 送迎 車 〉= 十 津川 湯 泉 地温 泉 ・ 湯 乃 谷 千 慶 ( 泊 ) 


※1630 到 着 予定 。 ホ テル の 出発 時 間 は 吉野 山 の 混雑 状況 に より 30 分 程 
0 前 後 する 可能 性 が ご ざい ます 
こ 宿 。 8 ー 9 5 ミ 

1 ) 十津川 湯 泉 地温 泉 (⑩00 出 発 )=( ホ テル 無料 送迎 車 〉= 道 の 駅 ・ 十 津川 
EN 卿 = 白浜 ( ) = 和歌 山城 (城内 に 咲く 約 600 本 の 桜 / 約 70 分 )= 


外 天 風呂 が 設え られ 、 せ せ 
らき ぎ に 耳 を 傾け な が ら ゆ っ 
た り と し た 之 ぎ の 時 間 を お 
過ごし いた だ け ま す 。 


新 大 阪 二 新 幹線 「 ひ か り 」520 号 嶋 グリ ー ン 車 一 名 古屋 (19:42 着 ) 同属 日 
※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 * 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 本 コー ス 
は 中 千本 * 下 千本 の 桜 観 党 を メイ ン と し て お り 、 上 千本 ・ 奥 千本 へ は 滞在 時 間 の 者 合 上 、 ご 案内 で きか ね る 場合 
が ご ざい ます 。※ 桜 の 見 頃 は 気 旬 条 件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 ポ ※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公 
益 財 団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。※ 吉 野山 ウォ ー キ ング モデ ルコ ー ス ノ 歩行 時 間 約 80 分 、 歩 行 中 離 約 2.1km 


科 和 温 泉郷 | 萩 の 宿 常 証 | 
PP 湯田 温 泉 古橋 庵 」 3 


エー デー 
ナ 3 半 
浅生 7 萩 の 宿 常 茂 恵 


萩 の 迎 質 館 と し て 建て られ た 名 宿 。 皿 李 を 映す 日 本 庭園 
や 華美 を 排 し た 凛と し た 客室 、 旬 を いた だ く 伝 統 の 料理 
な ど 、 日 本 人 の 心 に 才 く 美意識 に 満ち て いま す 。 


コー ス 番 号 RG663-C22 (催行 決定 は 1 名 ) 否 同 乗 東 可 


生 TDMIT 1 名 1 室 40.000 幅 増 部 屋 数 制限 あり ) 
出発 日 罰 双 3 月 日 印 


| 名 古屋 (10:10 発 ) 新 幹線 「 の ぞ み 」17 号 幅 グ リー ン 車 新山 口 = 瑠璃 光 寺 
(五重塔 に 映え る 桜 約 40 分 ) = 攻 温 泉郷 - 攻 の 宿 常 茂 恵 ( 泊 )※1600 到 着 凡 

予定 。 美 し い 日 本 庭園 を 持ち 、 文 化 と 歴史 工 る 大 正 14 年 創業 の 純 和風 導 条 上 

宿 に ご 宿泊 。 日 日 図 4 - 

2 閑 温泉 郷 (10.00 出 発 )= 萩 城跡 指 月 公園 ( 約 600 本 の ソメイヨシノ が 咲く 桜 名 全 16 室 
所 ノ 約 50 分 )= 赦 城下 町 (世界 遺産 の 城下 町 を 自由 散策 / 約 60 分 ) = 攻 観 Pi 日 5 人 
光 ホテ ル ( ) 松陰 神 社 ・ 松 下村 吉田 松 険 の 衝 基 外観 見 の oh 
学 / 約 40 分 ) = 湯田 温泉 ・ 古 稀 庵 ( 泊 ) ※1630 到 着 予定 。 約 3000 坪 の 削 地 に 旋 で 過 れ 析 
全 16 宮 の 骨 れ 宿 全 宅 般 天風 叶 客 室 で ゆっ くり と お 過ごし くだ き ぃ 畔 屋 基 / 多 本 ネ 知 誠 

3 湯田 温泉 (1000 出 発 )= 錦 帯 橋 ( 刀 連 の アー チ が 美しい 木造 橋 ・ 日 本 さく いな 温泉 街 に あり な が ら 、 
ら 名 所 100 選 約 60 分 )… 岩 国 ( be 
一 新幹線 「 の ぞ み 」40 号 典 グ リー ン 車 一 名 古屋 (18:13 着 ) 間 は 心 地 人 い 普 放 に 包ま れ ま す 。 2 計 Sc の 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 別 車 番号 "発汗 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 桜 の 見 頃 は 
気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


m い 」 西 ロ ( 言 了 

旅 に 関す る 様々 な 情報 を 配信 ! クラ ブツ ー リ ズム の JR: 誠 空 機 利用 =。 
LINE 公 式 ア カウ ント ロイ ヤル グラ ンス テー ジ 四 李 の 華 

クラ ブッ ツーリズム メル マガ | 左 主 クラ ブッ ー リ ズム LINE | 諾 主 回 芝 の 華 東海 検索 タ 

地 「 板 み の 宿 」 は 、 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ 四季 の 華 の ツア ー に ご 参加 いた だ いた お 客 様 の 17 名 以下 限定 ラグ ジュ アリ ー バ ス ジ 
ツア ー ア ン ケー ト で 、 満 足 度 詳 価 90% 以 上 の 宿泊 施設 で す 。 ロイ ヤル クル ー ザ ー 四 季 の 華 で 

症 (Te 一 022 和 の ご 名 計 アン ケーN お り る 人 全休 の 5 和合 和 62 ES 3 す 
居 0 会 社 の 登録 商標 で す 。 | 四季 の 華 極み の 宿 東海 検索 23 2 


" 侍 | 志 戸 平 温泉 忘 だ て 」 
ッ 衣 | | 八甲田 ホテ ル | 8 


約 2600 本 の 桜 と 名 城 の 風景 が 華やか な 弘前 公 
や 、 此 や か な し だ れ 桜 咲く 趣 あ る 角館 な ど 様 々 yr う 


弘前 城 を 囲む お 堀 の 桜 並木 (桜の 見 頃 : 例 年 4 月 下旬 5 朋 上) 


を ご 能 いた だ け ます 。 ュ ス W5 RG527-C22 bh と PE 

8 3 』 ント 5 

0 還 間 mA 100, 000m-200. 000 8 
了 ] ビ 出発 日 草 典 』 1 7 月 細谷 日 昌 


ひ の 山 間 の 湖 


森 の 緑 や 川 の せせらぎ を 間近 に 感じ な が ら 露 天風 呂 
に ゆっ た り と 浸かり 、 四 季 折 々 の 景色 を ご 堪能 。 思 い 


| 名 古屋 (829 発 ) 王 新 刺 線 「 の ぞ み 」210 号 グ リー ン 車 東京 王 東 北新 
幹線 「 や ま び こ ]57 号 ・ 指 定席 一 北上 = 北上 展 勝地 (日 本 さく ら 名 所 100 選 。 
約 1 万 本 の 桜 並 木 を 自由 散策 約 80 分 )= 志 戸 平 温泉 流 泉 志 だ て ( 泊 ) 


の まま に 寛ぐ プラ イベ ー ト な 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 ※16:30 到 着 予 定 。 露 天風 呂 付 和 客室 で お 寛ぎ くだ さい 回 国際 
2 志 戸 平 温泉 (900 出発 ) = 角館 (日 本 きく ら 名 所 100 選 。 黒 板 志 に 喘 える 校 

衣川 湯 垂れ 桜 が 見 事 な 武家 屋敷 街 を 自由 散策 約 60 分 )… 角 館 (昼食 )= 荒 川 

ーー 間 明 温泉 ・ 八 甲田 ホテ ル ( 泊 ) ※1630 到 着 了 定 赤 琶 ゆあ 
八甲田 ホテ ル 3 基軸 泉 ⑩00 員 発 ) = 弘前 公園 (日 本 きく ら 名 所 100 選 。 財 内 を 埋め 尽く 

す 約 2600 本 の 桜 約 70 分 )= ホ テル ニュ ー キ ャ ッ ス ル ( 中 

八甲田 大 症 が 日 の 前 に そびえ 建つ 日 本 最大 級 の 洋風 新 青森 一 東北 新幹線 「 は や ぶさ ]34 号 ・ 指 定席 一 東京 一 新幹線 「 の ぞ 

ログ 木造 建築 の ホテ ル 。 青 森 と パ の 香り が 心地 よい 大 み ]」255 号 末 グ リー ン 車 名 古屋 (2056 着 ) 騙 司 品 

浴場 か ら は プ ナ の 原生 林 を 望み ます 。 ※1 月 1 日 現 在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番 号 "発汗 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 桜 の 見 頃 は 気 


象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が ご ざい ます 。 ※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


可 三春 滝 桜 ・ 展 城 公 園 ・ 白 石川 堤 「 
窓 "「 名 月 攻 ]> 茶寮 寺 園 | 
春 湿 の 南東 北桜 めぐ り 3 


証 か み の や ま 温 泉 全 20 内 


: 連 峰 か ら 昇る ジ 月 首 
で る 至福 の 空 間 壮 


蔵王 連峰 を 見 晴らす 高台 還 
] 上 に 、 そ れ ぞ れ 趣 の 異な る 離れ 

ー 幼 瓜 の 建物 と 、 四 李 折 を 々 の 美 し 
に と が で きる 
le520 叉 の 少 台 ea 叶 日 木庭 園 が 広がる 寛ぎ の 宿 。 


蔵王 
月 を 愛 


桜の 見 頃 例 年 4 月 上 旬 ご 中 旬 
下行 国 2 名 較 12 名 昭一 部 回 不可 福島 交 肖 同等 


コー ス 番 号 1 泊 目 客室 タイ プ | 2 泊 目 客室 タイ プ 2<3 名 1 室 旅行 代金 

RG520-C22 半生 員 間 E 200,000m 
へ の ゝ 天 天 

RG521-C22 Tman "きま * | 240,000m 

旋回 測 秋保 温泉 全 26 室 出発 日 攻 胃 19(B.19 日 

和 | 000 坪 の 庭 上 茶寮 款 園 | 名 古屋 (8:36 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」212 号 紗 グ リー ン 車 一 東京 一 新幹線 

ば む 真 の 日 本 旅館 ぶ 軸 「 や ま び こ 」57 号 ・ 指 定席 一 郡山 = 三春 滝 桜 ( 樹 齢 1000 年 を 超え る 国 の 

朝 な 夕 な に 表情 を 変え る 日 本 画 の よう な 庭園 に 天然 記念 物 に 指定 され た 紅 校 垂れ 桜 プ 約 50 分 )= 鳥 帽子 山 公園 (米沢 

の 全 も 人 な 26 宮 。 角 寄 屋 造り の 客室 、 昌 に も 美しい 日 和合 地 を 一 思 で きる 公園 に 咲く 枝 垂れ 桜 ソ メイ ヨシ ノ な ど 約 1.000 本 の 桜 グ 

属 本 料理 で 、 日 本 旅館 の 風情 を ご 堪能 くだ さい 。 約 40 分 )= か み の や ま 温 泉 ・ 名 月 荘 ( 泊 ) ※17:00 到 着 予 定 日 半 間 

2 か み の や ま 温 泉 (930 出 発 )= 月 岡 公 園 ( 上 山城 と 桜の 競演 プ 約 30 分 )= 

霞城 公園 (山形 城跡 に 咲く 約 1500 本 の 桜 約 45 分 )= シ ェ ・ ナ カ ガ ワ ( 

) = 天童 公園 ( 舞 稚 山 の 頂上 に ある 公園 に 咲く 約 2.000 

本 の 桜 プ 約 40 分 )= 秋 保温 泉 ・ 茶 寮 宗 園 ( 泊 ) ※15:30 到 着 予定 


秋保 温泉 930 出発 )= 白 石川 堤 (一 目 千 本 桜 と 呼ば れる 1.200 本 の 桜の トン 
ネル ノ 約 40 分 )= 船 岡城 寺 公園 (日 本 さく ら 名 所 100 選 約 50 分 )= 日 本 料 
理 「 こ の 花 」( )= 自 石 蔵 王 一 新幹線 「 や ま び こ 」62 号 ・ 指 定 
席 一 東京 二 新 幹線 「 のぞみ 」51 号 販 グ リー ン 車 名 古屋 (18:31 着 ) 剛司 日 
※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 発着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 桜 の 見 頃 は 気 
象 条 件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が ご ざい ます 。 ※ 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


り ) 


パン フレ ッ ト 無 料 進呈 

(お 問い 合わ せく だ さい ) 

クラ ブツ ー リ ズム メ 最 上 級 パ ス 

ロイ ヤル クル ー ザ ー 
四季 の 華 


ツア ー に 参加 され る お 客 様 へ の お 願い (抜粋 ) 但 ツ アー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 10 
日 以内 に 、 発 熱 や 呼吸 困難 、 味 覚 ・ 唱 覚 異常 等 の 症状 が ある 場合 や 、 海 外 渡航 歴 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 
の 診断 を 受け た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が ある 場合 は 、 弊 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 、 出 発 前 に 新型 コロ 
ナウ イル ス に 感染 し 、 陽 性 判定 と な っ た こと 、 及 び 渡 厚 接触 者 に 認定 され た こと を 理由 に お 取り 消し の 場 ご 
合 、 証 明 で きる 書類 の 提出 を 条件 に 取消 料 を いた だ か ず に 、 旅 行 代金 を 全額 ご 返金 いた し ます 。 書 類 を ご | 対象 ツア ー は 以下 の ⑯ ま た は @ を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 条件 
出 いた だ け な い 場合 は 、 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 に 該当 し 、 所 定 の 取消 料 を お 支払 いい た だ きま に な り ま す 出発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 14 日 前 まで に 、 新 型 コロ ナウ 
出 方 法 や 期限 な ど 、 詳 し く は WEB で ご 確認 くだ さい 。 ツ アー 当日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 イル スワ クチ ン 接 種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと @ 出 発 日 の 前 日 か ら 


康 チェ ッ ク シー ト に 記入 し 必ず ご 提出 くだ さい 。 発 吾 や 玉 、 喉 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は 起算 し て 3 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる PCR 検 査 


2 月 1 日 発行 号 


覚 ・ 史 覚 障害 等 が め ら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 ま た 、 特 例 (※1) と し の 上 
っ は と で 2 M ン 接 種 を 3 回 以上 完了 し て いる こと が 参加 条件 と な る 
て 区 団 期 間 の 旅行 代 全日 割り に て 人 昌 払い 記し いた し ます 。 ※1: 特 例 の 適 期間 は ツア ー も ご ざい ます 。 そ の 他 条 件 と あわ せ て 式 社 ホー ム 回 
ペー ジ ま た は 各 旅行 セン ター に て 必ず ご 確認 くだ さい 。 


1H68999-C22 


ご 参加 いた だ 芝 か 挑 原 定量 検査 、 ま た は 1 日前 以降 に 採取 し た 検体 に 
ご 参加 いた だ け ませ ん 。 介 ツ アー 中 に 玩 和 入村 の 導 み 、、 人 等)、 味 Je も yt ト "| 
回 Ta 


写 
県 
は 
よ 
ペペ 
@ 
イ 
メ 
上 
ジン 2 
ぐ 
す 
。 | 2020 年 11 月 1 日 ご 2023 年 4 月 0 日 まで と な り 、 状 況 に 応じ て 延長 する 場合 が あり ます 


バス 1 人 2 席 衣 ) ミ クニ 伊豆 


二名 雪 の 層 を 腕 て 2 
' 暗 「 海 石 模 」 帳 [柳生 の 庄 ] 3 


用 証 修善寺 温泉 全 15 室 
多 普 


商 綿 計 柳生 の 庄 


全 15 室 の 趣 が 異な る 還 請 拉 


EC 博 )200, 000n 


出発 日 臣 葉 』26 介 .30 
| 名 古屋 FFP アア "5 島 = 三 嶋 大 社 


7 妊 一 


客室 は 竹林 や 庭木 (枝垂れ桜 、 大 鳥 桜 、 ソ メイ ヨシ ノ 、 三 嶋 楼 な ど が 次 々 に 咲く 桜 を 観賞 約 
囲ま れ 川 の せせらぎ 50 分 )= 山 の ホテ ル ( ) = 成川 美術 館 (21 世 紀 の 美 術 
や 葉 ず れ の 音 に 包ま を 築 < 日 本 画家 た ちの 澤 身 の 作品 を 鑑賞 )= 湯 河原 温泉 ・ 海 石 憎 ( 泊 ) 
2 NE ※15:30 到 着 予 定 。 還 還 還 
た 宿 の 、 立 の ヽ 日 で ゝ E 了 石 言 2 ュ ン ウ 2 に 
NM 2 湯河 原 温泉 (9330 出 発 ) = 伊豆 高原 (3km 続 く 桜の トン ネル ノ 約 40 分 )… ミ ク 
髄 を ご 堆 能 くだ さい 。 ニ 伊 豆 高 原 ( ) = 修善 寺 虹 の 郷 ( 桜 


や 季節 の 花々 を 観賞 プ 約 60 分 ) = 修善 寺 温泉 ・ 柳 生 の 庄 ( 泊 ) ※ 全 15 室 の 
小 規 模 な 純 和 風 旅館 。 半 赴 天 風呂 付き 客室 また は 赴 天 風呂 付き 客室 に 宿 


泊 。 

修善 寺 温泉 (900 出 発 ) = 駿府 城 (徳川 家康 公 の 居城 寺 で ある 名 城 )= 
100 禅 以上 の 椿 が 植え られ た 庭園 が 自慢 の 待 月 楼 ( ) = 久能 山東 照 宮 
宿 。 四 季 と 共に 移り 変わ る 食材 を 調理 法 や 器 (ロー プ ウ ェ イ に 乗車 し 境内 に 咲く 桜 を 観賞 プ 約 90 分 )= 静 岡 新 幹線 
に も こだわ り 、 魅 力 を 最大 限 に 引き 出し た 料亭 「 こ だ ま 」739 号 卵 グリ ー ン 車 王 名 古屋 (18:37 着 ) 回 還 園 
旅館 な ら で は の 味 を お 楽し みく だ さい 。 ※ ロ ー プ ウェ イ は 、 荒 天 等 に より 運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。 


※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


バス 1 人 2 席 肖 ) 2 泊 目 は 朝夕 と も に 


[ホテ ル 檜 山荘 東京 と 寺 DS 
| . 東 京 - 人 伊豆 高原 本 


本 半 が 


都心 に あり な が ら 四 季 を 感じ られ る ホテ ル 


内 ホテ ル 椿 山荘 東京 


洗練 され た サー ビス と 温もり ある イン テリ ア の 客 
室 が 、 贅 沢 な 旅 の ひと と き を 演出 し ます 。 春 の 
ホテ ル 椿 山荘 東京 雲海 (イメ ー ジ ) 訪れ を 感じ る 庭園 の 散策 を お 楽し みく だ さい 。 


較 同 行 国 1 名 圏 12 名 (催行 決定 は 1 名 ) 藻 同 乗 囲 不可 大 W 謀 帝 産 観光 バス 同等 
コー スズ 番 号 1 泊 目 客室 タイ プ 2 名 1 室 旅 行 代 金 (お ひと り ) 
3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引 


RG543-C22 62 190, 000m (IROGO0 


ssdDIa 


桜の 見 順 人 年 下 旬 4 中 旬 


部 屋 数 制限 あり ) 
名 1 室 ひと り 10.000 円 引 


RG544-C22 学生 較 AURA 1 者 1 室 60.000 円 


(部 屋 数 制限 あり ) 
出発 日 (日 監 皿 』2(B.4W 日 印 : 
] | 名 (15 和 一誠 「 の そ ム 2 する クー ン 車 一 東京 = 増上 寺 


(東京 タワ ー が 望め る 境内 に 咲く 桜 グ 約 40 分 ) = 千鳥 ヶ 淵 (桜の 名 所 約 
50 分 )= 東 京 ・ ホ テル 椿山 荘 東京 ( 泊 ) 


※16:30 到 着 予定 。 庭園 の ライ ト ア ッ プ と 名 物 
「 雲海] の 美しい 競演 を お 楽し みく だ さい 日 日 陶 


2 東京 (900 出 発 )= 鶴 岡 八 幡 宮 ( 桜 観賞 約 60 分 )= 鉢 の 木 ( 
)= 湯 河原 温泉 ・ 海 石 樽 ( 泊 )※15:30 到 着 予定 負 属 還 則 証 湯河 原 温泉 


3 湯河原 温泉 (1000 出 発 ) = 伊豆 高原 普 木 ( 桜 の トン ネル は 圧巻 / 約 40 | 一 后 ム o。uczL 、 大 
分 ) = 伊豆 マリ オッ ト ホ テ ル 修 善 寺 ( )- 修 きき 温 滞 人 c ぜ Cio 基 (時 億 介 
千 の 小径 な ど 策 グ 約 40 分 )= 三 島 = ニ ま 各 |[ こだま 」739 デー 
人 湯河原 に 間 と 人 数 容 屋 造 り の 名 搬 


M に 8 
※1 月 1 日 現 在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 還 番号 人 時 間 . 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 。 晶 。 し っ と り と 落ち 着い た し つら え の 和 客 守 、 
※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 ※ シ ティ ー ビ ュ ー 客 室 、 ガ ー デ ン ビ ピュ 素材 の 旨み を 引き 出し た 懐石 を 。 

客室 と は お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 街 並 、 旗 園 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 で す 。 


gEA | 名 主 屋 ()52-263-0085 | 技 結 |www.club-t.COm 四季 の 東海 松 あか 


 、| 界 川治 」 と Pe 
引 衝 っ 久 モ フィ ラ と 足利 の 大 藤 ③⑧) 


半 史 打電 22062EIS ま の 3 


ーー RG552C22 Em ば 人 き 川治 温泉 
行人 人 (お 0 と )160, 000m (制限 あ り ) 6 界 川治 いい に 箱 っ 温泉 宿 
has 玉 還 26w g 当 信 | 浴 、 詳 
| 名 古屋 (806 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」208 号 紗 グ リー ン 車 一 東京 = 足利 ( 魚 料 失 MA 

理 メ イン の 洋食 コー ス 料 理 の 昼食 )= あ し か が フラ ワー バー ク ( 約 600 骨 敷 の Mi NO 上 

大 藤白 藤 を 観賞 / 約 60 分 )= 中 禅 寺 温泉 ・ 中 祥 寺 金谷 ホテ ル ( 滑 ) そこ か し こ に 広がり 、 素 朴 な 里山 


※16:30 到 着 予定 。 夕 食 は 四 降 高原 生 メ イン の フラ ンス 料理 フル コー ス 日 
2 中 禅 寺 温 泉 (1000 出 発 ) = 華厳 の 滝 (日 本 三 名 爆 約 50 分 )= 日 光 金 谷 


財 図 の 肝 囲 気 彩 り を 添え ます 。 
[ 

ル (「 日 光 穫 錠 」 の ソテー メイ ン の 洋食 コー ス 料 理 の 恒 食 ) = 日光 東照宮 (# 
特 
必 


電 
二 中 禅 寺 温 泉 
然 を 満喫 し リゾ ー ト ステ イィ を 楽し む 


0 常 は 入室 で き な い 「 将 軍 着 座 の 間 ] で の 昌 
祈 守 合わ せ て 約 90 分 )= 川 治 温泉 ・ 界 川治 ( 泊 ) ※16:00 到 着 予定 開 
3 川治 温泉 (900 出 発 )= 笠 間 ・ モ ン ラ パン (茨城 の 最高 級 和 和牛 ブ ラン ド | 常 
陸生 」 の 昼食 )= 国 営 ひ た ち 海浜 公園 6942 * 約 60 分 ) 

= 東京 一 新幹線 「 の ぞ み 」105 号 内 グ リー ン 車 一 名 古屋 (20:56 着 ) 較 悟 

※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 花 の 
見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 す る 場合 が あり ます 。※ 界 川治 の 客室 の ベッ ド は ロー ベッ ド に な り ま す 。 


W ノ ズ の 、 ク さ ーー 
中 禅 寺 金谷 ホテ ル 
100 年 以上 の 歴史 に 裏付け られ た 伝統 の 味 
を ご 提供 。 奥 日 光 湯元 か ら 湧き 出る 豊富 な 湯 
を ひい た 露天 風呂 を ご 堪能 くだ さい 。 


2 席 誕 山 の ホ テル ツツジ ・ 花 の 都 公 園 ネモ フィ ラ ・ 語 士 快 


過 守 館 と 計 紅 | ホテ ル 鐘 山区 ・ 才 里 


紀 景 の 富士 花 め ぐ り 計 
7 語 山 清泉 


の 
1300 余 年 の 眉 記 多 
な 58 親 慶寺 館 
名 将 ・ 文 人 に 愛さ れ 続 け て きた 秘 
湯 の 名 宿 で は 、 加 温 ・ 加 水 の な い 源泉 を 


。 傘 見頃 人 4 有 中 名 こ 5 名 剛 還 還 齋 還っ 使用 。 野 天風 呂 ・ 展 望 大 浴場 な ど 片 の 異 
EE 2 な る 6 筆 類 の お 風呂 を お 楽し みく だ きい 。 
ュー 秋 RG571-C22 
2 こ 3 名 1 室 1 名 1 室 
人 (oe) 上 20.000m | 60,000m 司 電 旧 あ り ) 
出発 日 馬 語 』 7(B.9).10⑫ 谷 日 無印 170.000 曰 、O 印 180.000P 


] 名 古屋 (8:38 発 ) 一 新幹線 「 こ だ ま 」706 号 太 グ リー ン 車 一 三島 = 箱根 ホテ 


花 の 都 2 公園 ネモ フィ ラ の 見 頃 : 例 年 5 月 上 旬 6 旬 中 旬 


ル ( 洋 食 コー ス 料 理 の 昼食 )= 山 の ホテ ル ( 約 45.000 坪 の 大 庭園 に 咲く 約 
」 5 5 3.000 株 の ツ ッ ジ と 約 300 株 の シャ ク ナ ゲ ノ 約 60 分 ) = 山中 湖 ・ 花 の 都 公 園 

地 W 呈 当 高 士 山 温泉 NIRE (富士 山 を 背景 に 咲く ネモ フィ ラノ 約 50 分 ) = 富士 山 温泉 ・ ホ テル 鐘 山 苑 
8 感 員 泉 聞 は 、 草 花 が 々 の 美 ( 泊 ) ※16:30 到 着 予定 。 露 天風 呂 付 客室 「 放 里 」 に 宿泊 日 司 図 

コー ん m | HH  ”  。 し 0 し ます 。 屋 上 各 天 風 上 (地上 約 85m) か 2 富士 山 温 WP 忍野 八 海 (富士 山 の 伏 流水 に 水源 を 発する 湯 
ホテ ル 鐘 山 苑 タ D 昌 7 和 カ 旋 漆 量 泊 ? ? 


EAASo 水池 約 60 分 )= ほ うとう 蔵 歩 成 ( 名 物 ・ ほ うと う の 昼 食 )= 富 士 本 栖湖 リ 
呈 駒 ゾー ト ( 先 雪 の 富士 山 と 芝 桜 の 絶景 約 80 分 ) = 西山 温泉 ・ 慶 雲 館 ( 泊 ) 
※1600 到 着 予定 。 夕 食 は [甲州 生 」 の 溶岩 焼き な ど を 含む 会 席料 理 較 司 因 
3 西山 温泉 (9.30 出 発 ) = 清水 港 へ ( 冠 雪 の 富士 山 を 眺め る ミニ クル ー ズ 
ノ 約 15 分 )ー 三 保 港 = 三保 の 松原 (富士 山 を 望む 世界 遺産 の 景勝 地 ノ 
約 40 分 ) = ホテ ルグラン ヒル スズ 静 岡 (鉄板 焼き の 昼食 )… 静 岡 一 新幹線 
「 ひ か り 」517 号 贅 グ リー ン 車 王 名 古屋 (17:01 着 ) 較 属 品 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 "発汗 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 
に より 多少 前 後 する 場合 が ご ざい ます 。 ※ 富 士 山 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 。※ ク ルー ズ 船 は 荒天 等 に より 
運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ソ ア ー を 実施 し ます 。※3 日 目 の 昼 食 は 13:30 頃 か ら の 遅 め の 時 間 と な り ます 。 


※ 写 真 は すべ て し C い ます 宮内 は 鬼灯 て 7 四 の 生き 1 る ま 加 の お 等 相 に は 1 屋 を ご 帳 和 し ます コース に より 因 場 いただき ます 人 和光 の ご 電 は 衣 信 イン ター ネン ト ( に て 願い いた し ます 、 
穴 写 連 S いま す 。 3 に 3 上 ご ンタ ーネット に いい た 
1 名 参加 の お 客 様 へ | % 場合 少 受 人 以 上 の コー スズ で ば 1 洛 で の お 申し 込み お | イン ター ネッ ド が と 利用 いた だ たけ な い 考 は 、 お 手数 で すか が 敵 社 コ ー ル セン ター ま 


イメ ー ジ で す よび 相 部 屋 の 希望 は お 芝 け で きま せん 。 : で ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 


_ バ ス 1 人 2 席 ) 島根 の 温泉 に 寛ぎ 歴史 に 触れ る 調 


ae 量り ゾー ト | 界 出 宏 」 
う 


Ha 、 界 出雲 露天 風呂 

※ 朝 日 は 気象 条件 等 (より 見 つれ な い 場 合 が ご ざい ます 。 
12 泊 目 軸 3 出雲 神話 が 残る 日 御 傘 に 人 温泉 旅館 日 本 海 を 望む 温泉 」 
日 本 海 と 水平 線 を 望む 温泉 宿 に 寛ぎ 、 和 モダ ン な 空間 で 贅沢 な ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


界 出雲 5022 年 秋 開 業 ※ ぞ 部 屋 に 内 風呂 は ご ざい ませ ん (シャ ワー ブー ス の み と な り ま す )。 
2 温泉 は 大 浴場 に て お 楽し みく だ さい 。 


悠久 の 時 を 感じ る 出 実 大 社 


「 有 見 神 朱 」 の ご 当地 夫 も お 楽し み 


コー ス 番 号 HGSGeie22 ド 画 同 行 国 1 名 較 12 名 (催行 決 定 は 1 名 ) 困 同乗 不可 


妥 ーー デン , 友 日 本 交通 同等 
出雲 大 社 の 神 ンジ 2 こ 9 名 地 志 
[ 誠 上 を mm の 交 電 細 | 160.000m-170.000g 舞 緒 。。 
海 を 背景 に し た | 議 較 ンマ 5 テ 出発 日 W 放 ①-25 昌 日 還 天 還 
舞台 で お 楽し み | 較 = [ トー | 名 古屋 (725 発 ) 一 新幹線 「 ひ か り 」533 号 肉 グ リー ン 車 一 間 山 一 特急 「 や 
まく だ きい 。 ュー プ 、 訂 親 くる 指定 席 一 米子 = 足立 美術 館 ( 庭 較 が 見 事 な 美術 館 / 約 120 分 ) = 
= 人 玉造 温泉 ・ 侍 届 苑 皆 美 ( 泊 ) 
※16:30 到 着 予定 。 日 日 
ゝ 生日 
邊 玉造 温泉 2 玉造 温泉 (1000 出 発 ) = 八重 垣 神社 = 皆 美 館 ( 皆 
Re れる 名 湯 に 1 ) = 佐 太 神社 (縁結び と 縁切り で 有名 な 社寺 約 40 分 )= 日 御 秦 神 社 
( 約 30 分 ) = 出雲 ひ の みさ き 温泉 ・ 界 出雲 ( 泊 ) ※1600 到 着 予定 。2022 
] 佳 学 皆 美 年 秋 開 業 の 旅館 。 
2 J ) 出雲 ひ の みき き 温 泉 (9.00 出 発 ) = 出雲 大 社 (案内 人 付 で 参拝 / 約 90 分 ) 
健康 の 温泉 旅館 。 穫 か な 地元 食 。 = 出 肝 市 ( ) = 松江 一 特急 「 や くも 」' 指 定席 一 岡山 一 新 
材 を 使っ た お 補 理 と 美しい 許 半 を 。 叶 線 [の ぞ み 」42 旨 軸 グ リー ン 車 一 名 古屋 (1834 着 ) に 貼 
ご ゆっ くり お 愉し みく だ さい 。 ※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 発着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


大 岐 の ウニ | と 旬 の [アワビ | 糸 あ 宮 
壱岐 リト リー ト ト 海里 村上 連 治 


ーーy 全 12 宝 、 間際 財 ォ 


美食 と 絶景 を 愉し む 宿 


腔 岐 リト リー ト 海里 村上 。 
全 室 オー シャ ン ビ ピュー の 源泉 露天 風呂 付 に 改装 し 、 自 
2020 年 春 リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 悠 久 の 歴史 を 感じ る 


美しい 海 の 絶景 新鮮 な 海 際 の 半 、 金 色 に く 天 公議 還 
温泉 を お 楽し みく だ さい 。 


玄海 交通 


2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 
※ オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 と は お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) から 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 客室 で す 。 290, ) ヵ 000m-300.000m 


3~4 名 1 と U1 0.000 円 引 、1 名 1 室 40.000 円 増 ( 部 屋 数 制限 あり ) 


280,000m-290.000m 


無印 280.000 円 、 〇 印 290.000 幅 
3~4 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引 、1 名 1 室 40, 000 由 人 恨 あ り ) 


出発 日 監 語 H23(%.290 有 日 馬 12( 朋 ⑳⑲( 中 日 
] 中 部 (11:00~13:00 発 ) サ 福岡 =< タ クシ ー ノ 約 30 分 〉= 博 多 港 ( ジ ェ ッ ト 


クラ ブツ ー リ ズム 四季 の 華 貸 切 


に め 海況 700 年 以上 の 伝 便 
Sa 6 ピ 入 で A。 逢 を 診る 神事 芸 四 
を ー ーー 能 。 連 2 枚 の 狭い フォ イル 〉 ご 大 岐 郷ノ浦 港 = 壱岐 壱岐 リト リー ト 海里 村上 ( 泊 ) 
獲れ た 新鮮 な 刺し が 場所 で 畠 わ れる 較 識 ここ ※17:30 到 着 了 予定 。 海 を 望む 露天 風呂 付 客室 に て お 過ごし くだ さい 。 
SC 神 回 な 多い を お 許 旬 計 日 日 基 
6 SS 六 に 0 間 本 岐 ⑭30 遇 発 )- 拓 : 上 人 ( 地 交 30 人 = 放鳥 放 (人 
の 遊 き 通る よう な 青い 海 や 絶 左 ・ 奇 岩 を 満喫 / 約 40 分 ) = 再 岐 ( 
) 志 岐 の 茂 酒造 = 左京 鼻 - は ら ほ げ 地 蔵 (お 腹 に 穴 が ある 地蔵 様 / 約 
10 分 ) = 住吉 神社 (壱岐 神楽 鑑賞 )= 吉 岐 ( 連 泊 ) ※1600 到 着 予定 
3 壱岐 (900 出 発 )= 一 支 国 博物 館 ( 十 代 の 一 支 国 の 次 が 学べ る 博物 館 ノ 約 
60 分 ) = 原の辻 遺跡 ( 約 20 分 )= 岳 の 辻 展望 台 ( 島 の 最高 峰 か ら 望む わ パ ノラ マ 
ノ 約 20 分 ) = 郷ノ浦 町 ・ 陸 上 養殖 場 ([ と ら ふ ぐ 」 の 養殖 施設 を 見 学 / 約 30 分 ) 
= ビュ ー ホ テル 壱岐 ( ) = 壱岐 ・ 芦 辺 港 へ (ジェ ッ ト フ ォ 
イル ) 博多港 =< タ タク シー ノ 交 30 分 )= 福 岡 サ 中 部 (19002030 着 ) 較 屋 昌 
※1 月 1 日 現在 、 航 空 ダ イヤ が 未定 の た め 、 便 名 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ※ 遊 臣 
船 、 ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル は 、 荒 天 時 に より 運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。 


ツア ー を 運行 する バス 会 社 の 指定 が な い コ ー ス に 駐 バ ス 会 社 の ご は WEB NUCE RS OSI 回 | 了 大 ガイ ド の は WEB R 
つき まし て は 弊社 ホー ムペ ジ の [利用 バス バス 会社 ここ 軸 ビリ ズム 安全 運行 ガイ ドラ イン 」 を 制定 し 、 同 革 準 に ーーー ブイ ドラ イン の 詳細 は WEB で  ※ 写 真 は すべ て 
覧 」 に 掲載 され て いる パス 会 社 を 利用 し ます 。 | クラ ブツ ー リ ズム バス 会 社 一 うき 、 全 画 、 仕 竹本 並び に ツア ー を 実施 し て お り ます 。 | クラ ブッ ー リ ズム 安全 運行 イメ ー ジ で す 


PASS 


0 
共 昧 人 2 友 昌光 東照宮 | 将軍 着座 の 間 | で 特別 祈 廷 と 金谷 ホテ ル の 尽 割 | 


還 = 名 卓 津 温泉 | 湯 宿 季 の 庭 | 
* ま 間谷 川 温泉 | 別邸 仙 寿 護 」 


還 上 草津 温泉 | 温 密 天 風 付 客室 
湯 め ぐり の で きる 第 第 提 信 和 李 の 寿 


日 本 三 名 泉 ・ 草 津 温泉 に 2 つの 源泉 を 持ち 、 開 放 的 な 赴 衣 


本 室 旅行 代金 (お ひと り ) 天 、 貸 切 風呂 な ど 23 の お 風呂 を 宿 に 居 な が ら 楽 し め ま す 。 
1 名 1 室 50.000 円 増 旬 の 食材 を 使っ た お 料理 も 絶品 で す 。 
| 200.000 線 匠 剛 り ) pm ms 
| p Pt 22().000 名 鞭 50OH 人 示 計 洲 素 彼 天 風 付 客室 
ンー * 円 (部 屋 数 制限 あり ) 人 ルレ ・ エ ・ シ ャ トー 別 氏 仙 寿 庵 
出発 日 日 本 語 17G 昌 印 の 計 計 外周 の 名 窒 
名 古屋 (900 発 ) 一 特急 「 し な の ]5 与 グ リー ン 車 一 松 本 = 松本 ( 、 還 人 の 必 き 。 人 と 還 の 「 世 jeoc い る 
)= 草 津 温泉 ・ 湯 宿 季 の 庭 ( 泊 ) 人 mw 合い いこ 侍 
3 川 の い に 侍 な 
※1530 到 着 予定 。 全 宰 温 泉 各 天 風呂 付 の 湯 宿 に 宿泊 。 湯 治 場 と し て 】 NAS 
い 歴 史 を 持つ 日 本 三 名 泉 の 名 湯 で お 寛ぎ くだ さい 日 本 で は 、 四 4 
2 草津 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 ) = 伊香 保 ( )= 竹 久 の 谷川 語 の 大 自然 を 借 
伊香 保 記念 館 ( 大 正 ロ マン あふ れる 夢 二 の 作品 と アン ティ ー ク オル ゴー 景 に 定 ぎ の ひと と き を お 過 


の 演奏 約 60 分 )= 谷 川 温泉 ・ 別 邸 仙 寿 庵 ( 泊 ) ※15:00 到 着 予定 。 名 峰 ・ 
il 『 景 に 渓流 沿い に 休む 全 18 室 の 名 宿 。 全 室 に 源泉 か け 流 し の 赴 


呂 を 備え 、 お 部 屋 か ら も 谷川 岳 を 一 望 で きま す 。 厳 格 な 審査 を クリ ア し た 特別 祈 接 日 水 恨 宮 世 の 前 | 


ご し いた だ け ま す 。 料理 (イメ ニ ジ ) 


9 「 ル レ ・ エ ・ シ ャ トー」 の メン バー で も ある 


美食 の 宿 で 、 を こく だ さい 通常 非 公開 の 「 将 電 | 
符 川 温泉 (900 出 発 ) = 日光 金谷 ホテ ル ( で 衣 較 半 計 の 問 」 に て 符 史 

) = 日 光 東 照 宮 ( 神 戦 また は 巫女 が 境内 を ご 案内 。 通 党 只 ( 電 祈 裕 。 伝 統 4 
は 和室 で き な い 「 持 軍 着 座 の 間 」 で の 特別 祈 裕 / ご 案内 と 合わ せ て 約 90 分 ) 日 光 条 色 の 技 で 修復 


= 東京 王 新 幹線 「 の ぞ み 」257 号 包 グ リー ン 車 王 名 古屋 (21:25 着 ) 絆 司 品 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
※ 谷 川 岳 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 


が 重ね られ て いる 建 
委 物 は 見 事 で す 。 | 


PP ーー | 


上 Wii 大和 せな 2 の 
2 月 販 玉 の 湯 芋 全 「 jr 
6 詳 問 症 月 賠 温 泉 先 財 こと 


広大 な 回 遊 式 
條 赴 大 風呂 イ 9 
約 6.000 坪 の 庭園 に 包ま れ た 佳 窒 で 均 沢 な 癌 光 計 幼 M 
区 還 (( チ = SNP と の 
全席 村 理 (イメ ニン | 


の ひと と き を 。 自 慢 の 路 天 風呂 を 始め 、 効 能 豊 か 
な 自家 源泉 を 存 分 に ご 拓 能 くだ さい 。 


加瀬 波 温 泉 天 半 温 氷 の 門 天 凡 付 生ま 


雄大 な 海 と 美しき 夕 還 満喫 大 観 蘭 せな み の 湯 


目 本 海 の 絶 景 を 愉し め る 波打ち 際 の 名 旅館 。 静 寂 
の ひと と き を 串 天 風呂 付 客室 で お 楽し みく だ さい 。 


| 豆 生 国 1 名 岡 12 名 (催行 決定 は 1 名 ) 同乗 
旧 AZ 新潟 交通 同等 


代金 ( あ 0 どの) っ 158。 000m 1 名 1 室 70.000 由 (部屋 制 限 あり ) 
中 較 2 月 |22 義 = 15 日 印 
小牧 県 営 名 古屋 (805 発 ) サ FDA371 便 か 新潟 = 保田 ・ ヤ スタ ダ ヨー グル 
ト ( 工 場 見 学 ・ 買 い 物 プ 約 30 分 ) = 小嶋 屋 総 本 店 ( ) 
= 旧 齋 藤 家 別邸 (新潟 三 大 財閥 の 一 つ に 数 えら れる 豪農 の 別荘 ノ 約 60 
分 )= 瀬 波 温泉 ・ 大 観 荘 せな み の 湯 ( 泊 )※15:30 到 着 予定 。 日 本 海 に 沈 
む 絶 景 の 夕日 を 望む 和風 旅館 で 天然 温泉 の 露天 風呂 付 客室 に 宿泊 。 
曰 飛 因 
2 瀬波 温泉 (ゆっ <01000 出 発 )= 村 上 (往時 の 面影 残す 町 屋 地区 を 自由 散策 / 約 60 
分 )… 能 登 新 ( ) = 北方 文化 博物 館 (越後 
随 一 の 豪農 の 館 。 暮 らし と 芸術 が 息づく 豪壮 隊 生 な 建築 / 約 40 分 )= 月 岡 温泉 ・ 白 
玉 の 湯 華 鳳 ( 泊 )※16:00 到 着 予定 。 美 肌 効果 の ある 自家 源泉 「 白 玉 の 湯 ] で お 寛 
ぎく だ さい 。 較 賠 因 
3 月 岡 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 ) = 工 彦 神社 (越後 一 宮 を 自由 参拝 / 約 60 分 )= 新 
油 ( )= 今 代 司 酒造 (1767 年 創業 の 歴史 
ある 酒造 / 約 40 分 )= 新 潟 FDA376 便 小牧 ' 県 営 名 古屋 (1845 着 ) 較 属 品 


※「 大 観 料 せな み の 湯 」 の 天然 温泉 は 加水 が あり ます 。 
※3 日 目 の 昼 食 は 13:30 頃 か ら の 遅 め の 時 間 と な り ます 。 


金 お 部 屋 は ベッ ド の 客室 また は 温泉 風呂 ・ 露 天風 呂 等 を 備え た 寛ぎ の 客室 を ご 用 意 
食事 は イス ・ テ ー ブ ル 席 ま た は お 部 屋 食 で ご 用 意 


の 7/ 語 多 移 動 中 の 休憩 時 間 は 90 分 マ | / 長い 距離 は 歩き メイ ン 観光 地 で の 見 学 ON 宿泊 施設 で の 滞在 と 
に 1 回 (目安 ) お 取り し ます | 男 』 な ませ ん (1 昌平 均 時 間 が 当社 通常 コー ス | |) 時 間 が 17 時 間 以 上 0700 
※ 対 象 コ ー ス RG555・6(P7) お 約 東 ゆとり の 行程 の | や / 上 上行 2 時 間 以内 ) の 1.6 倍 以上 (目安 ) 。 (目安) ン 


圧 


較 同 行 国 2 名 圏 12 名 囲 同乗 囲 不可 大 W 計 北日本 観光 同等 


日 滞在 中 、 お 好き な だ け お 楽し みい た だ け ま す 。 コー ス 番 号 1 泊 目 客室 タイ プ 旅行 代金 (お ひと り ) 出発 日 
・ ロ ビー ラウ ン シ > リン ク ・ ス 上 際 
衣 琶 鳥 と 上 尾西 を 淵 む 海 の 温 朱 宿 王 MA 人 ME 介 還 RG620-C22 較 主 正 間 較 E3E MAIAIIUUE 19x 


中 ) 
ひ 茶 ) 
客室 ……… (冷蔵 庫 ・ ドリ ンク バー) 語 
六 加 川 8 貨 質屋 別 認 松乃 天 間 有 あがり ラウ ンジ (ドリ ンク ・ の < 1 告 "180,000m 29 
) 
) 


食事 処 ・ 夕食 ・ 朝 食 時 の お 飲 

前 田家 ゆか り の 茶室 の ある 庭園 や 輪島塗 、 九 谷 焼 、 加 人 . MM 1 1 22 離れ 2<3 名 り ()() 000m 2 訓 5 日 
暫 友 入金 術 な ど 加賀 の 伝統 美 で 統一 され た 館内 は | 温泉 湯 め ぐり ……- ( 加 錦 性 グル ー プ 旅館 ーー 記 23 が 日 

美術 館 き な が ら 。 上 質 な お も て な し で 最上 級 の 定 き を 。 人 且 Yety< 財 9 アル 治ら 斉 秋天 | 2-3 名 ひ り () ,()()() 幅 | 語 5 
加 晒 よし が 清 温 結 約 450 年 の 歴史 を 持つ 秘 湯 の 宿 。 能 登 半島 の 最 先端 。 ] 名 古屋 (850 発 ) 一 特急 「 し らき ぎ ]5 与 細 グ リー ン 車 一 金沢 =( 千 里 浜 な ぎ 
ーー - に 建ち 、 日 本 海 の 絶景 を 一 望 する こと が で きま す 。 亡 き ド ライ ブウ ェ イノ 車窓 見 学 )= よ し が 浦 温泉 ・ ラ ンプ の 宿 ( 泊 ) ※16:40 到 
。 ド 、 食 事 処 、 風 呂 な どの そこ か し こ に ラン プ が 灯り 、 幻 着 予定 。 日 g 
陣 皿 的 で ラグ ジュ アリ ー な 時 間 を お 愉し みい た だ け ま す 。 2 よし が 浦 温泉 (1000 出 発 )= す ず 塩 田村 ( 約 500 年 の 歴史 を 持つ 伝統 の 製 
号 RG622: mn 塩 を 見 物 / 約 30 分 )= 曽 々 木 海岸 (車窓 見 学 )= 白 米 の 千 枚 田 (世界 農業 
全量 道産 の 紀 約 20 分 ) = 輪島 ( 呈 食 )= し お や す 深 器 工房 (貢い 物 約 30 


っ デ 


分 )= 和 廊 温 泉 ・ 加 貨 屋 別邸 松乃 碧 ( 泊 ) ※15:30 到 着 予定 
和倉 温泉 (1100 の 出発 まで ゆっ くり お 通 ご し くだ さい 。 ご 希望 の 方 を 和倉 


ず $ 


温泉 街 で の 七福神 めぐ り に ご 案内 。 )=( ホ 
テル 無料 送 英 迎 バス ) = 和倉 温 泉 王 特急 「 能 登 か が り 火 」6 与 ・ 指 定席 一 金 
沢 一 特急 「 し ら さ ぎ 」12 号 線 グ リー ン 車 一 名 古屋 (17.49 着 ) 図 過 園 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 発着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


バス 1 人 2 席 明 


大 千 坪 の 庭園 と 選 記 


離れ の 宿 1 誠 宮 1 


コー ス 番 号 RG675-C22 還 同 行 国 1 名 較 12 名 國 同 乗 較 不 可 夫 II 3 ep 


夏 層 昭和 バス (昭和 自動 車 ) 同 等 
広大 な 敷地 に 14 棟 の 離 


3 中 

人 の 000, MM 1 名 1 室 50.000 円 増 (部 屋 数 制限 あり ) の ひ 旅 剖 半 水 虐 
HH 馬 29 が 日 時 3 放 パッ 

| 名 古屋 (9323 rm グ リー ン 車 王 博 多 = 御 船山 楽 


園 ( 約 15 万 坪 の 放 間 に 層 き 誇る 約 2000 本 の 桜 約 0 分 )= 二 時 湯 泉 の 


本 NN 人 6 と め な が ら 味 わ う 料 理 は 格別 で す 。 長 い 有 歴史 
ミル トン 手 礼 志野 ( 泊 )※1600 列 着 務 定 美肌 の 湯 と 知ら れる 温 人 っ 重り 名 も お 涼し 2 くだ Sv、 


2 嬉野 温泉 (9300 出 発 ) = 大 村 公 園 ( 日 本 きく ら 名 所 100 選 ノ 約 50 分 )= ホ テ 馬 請 嬉野 温泉 
ル モ ン トレ 長崎 ( ) = 大浦 天主 堂 (「 信徒 発見 ] の 舞台 美肌 の 湯 「 嬉 野 温泉 ] の 丘 の 上 に 建つ リゾ ー ト ホテ ル 
と な っ た 世界 遺産 の 教会 プ 約 60 分 )= 雲 仙 温 泉 ・ 旅 亭 半 水 慮 ( 泊 ) 
※16:00 到 着 予 定 。 広 大 な 約 6.000 坪 の 敷地 に 14 棟 の 離れ 客室 。 長 い 歴史 ノ ハ ミ バル トン 宇 信 記 野 


和 ほ つ 雲 仙 温 泉 湯 SK 6 \。 
を 持つ 雲 仙 温 泉 の 名 湯 も お 楽し みく だ さ v 肌 が つる つる に な る と 


いう 美肌 の 湯 で ご ゆっ 
くり と 。 懐 か し い 政 郊 


研 属 了 多 


3 雲仙 温泉 (930 出 発 )= 島 原 港 〈 フ ェ リー)〉 一 熊本 港 = 城 見 檜 ( 
)= 熊 本 城 (名 城 と 桜の 競演 約 100 分 )= 博 


朋 に 司る よう な ぎ を モッ 
多 一 新幹線 「 の ぞ み 」60 号 牙 グ リー ン 車 一 名 古屋 (21:35 着 ) 右 屋 人 
※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 発着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 和 5 
※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 も て な し すべ て に 次 ぎ 
※ フ ェ リー は 、 荒 天 等 に より 運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。 を 追求 し て いま す 。 
※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 」 は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 
国内 募集 型 企画 旅行 ご 旅行 条件 (要約 ) 消 料 を 申し 受け ます 。 NR 内 前 お 旅人 間 計 江 7 
ご 旅行 の 、 下 和 か 、 コ ー ス ご と に 記 い の = 前 こ 旅行 の 実 有 
作 2 (や シラ レッ ト ) (の し お り ) お よび 当 福 放 行 国内 旅行 取消 日 区 分 WP ー 4 MNT 3 放す る に あ 
型 企画 旅行 契約 の 部 ) に 朋 バ 』 
〇 旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 基 20 日 目 へ 15 日 目 2 委 ーー トー お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 記 
⑪) 当社 は 電話 便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる | 旅行 間 給 日 の 前 | 2 日 目 ご 11 日 目 | 20% 5095 内 容 と 護る も の と 税 計 し た と き は 、 旅行 和 で 速やか に 当社 また た は 旅行 サー 
(2) や 時 な どか 三重 物 アレ ルギー の ある 方 、 貞 体 寄 。 | ほか の ぼっ て |-10 日 目 こ 6 日 目 | 20% | 20% | 205 の 特別 補償 0 
1 りー RM お 申し 込 7 日 目 一 2 日 目 30% 5 と ころ に より お 本 中 に 人 人 か っ を 外 示 人事 
み の 際 に 必ず お 申し 出 く た 守 前 日 40% ころ に が 旅行 参加 中 に 偶然 か つ 急 激 な 
(3 ) 放 人 代 多 の ご 人 全 は 旅 生 始 の 21 昌 前 上 帰り 旅行 は 11 日 前 ) ま で | 旅行 開始 日 の ママ 晶 の 儲 全 時間 ま で 50% に より 、 そ の 生命 、 身 体 また は 手荷物 の 上 に 禄 られ た 一 定 の 損害 に つい て 、 あ 
(0 は 当社 が 約 の 結 を し 、 四 込 金 また は 旅行 代金 全 額 を 苔 後 の 取消 きた は 無名 2 TL 
受理 し た と き に 成立 する も の と し ます 。 | クレ ジッ トカ ー ド | の 場合 は 、 当 社 が  ※ 参 加 人 員 小 、 旅 行 開始 日 ・ コ ユース の 変更 は 取消 と みな され 、 取 消 料 が か か り 〇 旅程 保証 
契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が 到達 し た 時 点 で 成立 し ます 。 ます 当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代金 に 「 規 定 
〇 旅行 代金 に 含ま れる も の ※「 夜 行 日 帰り 旅行 ] は 「 日 帰り 旅行 ] と し て 扱い ます の た の 人 人 作れ き 7530 昌 に いま す 
旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 * 料 金 、 宿 泊 料 金 、 食 事 代 、 観 光 入場 ”※[ バ ス 旅 行 ] と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利用 と な る 旅行 に な り ます 〇 お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つ 
料金 、 六 上 同 行 コ ス の 必要 経費 等 上記 諸 覚 用 は お 客 様 の ご 都合 に よ 前 に AT 時 る 囚人 お 客 様 か らい た だ く 個 人 情 和 の 表 に つい て は 、 旅行 お よび 当社 の 各 
語 ご o 語 | こ 送付 いた パン フレ ッ ー ジ を ご 覧 くだ 
旅行 契 約 成 立 邊 、 的 交 0 の 前 - 反 い 半 し ur の の 取 合い htlps: 2 EHDODRIHSHGHCGROERIUBBVBBE 
事前 確認 の クラ ブツ ー リ ズム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し : 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ど 参加 全員 の ⑩ お 名 前 の お 電話 番 ※ 写 真 は すべ て 


6 に 便 番 号 - ご 住所 性別 生年 月 日 また は 年 齢 * お ひと り で の ど 参 加 の 場合 は ご 家族 等 の 上 意 時 の 連絡 先 事前 に お 調べ の うえ お 電 計 遇 
ご 協力 の お 願い な が けい し 上 げ ba に RUI2220 イメ ー ジ で す 


間 上 2 泊 も 四 天 央 叶 合 宝 で 見 ぐ 


ぎわ て い お ほ ろ づ 


旨 ] 近 音 」 半 [ 史 較 | 
夫 多 島 美 チャ ー タ ー ク 。 


語 還 oon 上 


ざ 波 と 風の音 に 抱か れる 湯 宿 。 國 


洒 氏 遥 音 近 音 


客室 は すべ て 露天 風呂 付 。 波 の ささ や 久 
き な ど 心地 良い 音 に 包ま れ 静 か な 時 間 \ 
を お 愉し みく だ さい 。 RG660 スタ ンダ ー ド 客室 、 露 天風 呂 ( 二 例 ) 


画 同行 国 2 名 圏 12 名 (催行 決定 は 2 名 ) 國 一 部 (2・3 日 目 の み ) 遼 不 可 個 叶 福山 観光 バス 同等 』 ァ 
: 1 花 罰 上 泊 目 貞和 先 大 選 ら 付 全 デー デー 定 ゴ 


しい ーーー THI 
| mw / 


コー ス 番 号 1 泊 目 客室 タイ プ 旅行 代金 (お ひと り ) 
温泉 露天 風呂 付 美しい 感性 が ⑦ き と どい た #】 癒し の 湯 宿 
RG660-C22 較 計 2 本 た 2 串 室 200.000m る 
(デッキ 含め 約 39m) 必 別 氏 臓 月 夜 
温泉 露天 風呂 付 
stetslzl 四 アア 4 クレ ー ド アッ プ 客 室 | 2-3 名 1 宝 ] (),()()() 円 。 知 室 は 、 リ ビン グ や テラ ス ャ ーー ンタ 
(デッキ 含め 約 52m) な ど 宮 ぎ の スペ ー ス の 窓 で ミ 匠 | 
出発 日 騙 則 日 本 語 ] 1 1 日 日 訓 9 昌 日 印 : 外 に 美しい 廃 を 望み ま 
名 古屋 (11:47 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」23 号 鷹 グ リー ン 車 一 福山 =〈 宿 無料 す 。 和 灯り と 影 の コン トラ スト 
送迎 車 約 30 分 〉= 爾 の 浦 温泉 ・ 洒 邸 遠 音 近 音 ( 泊 )※15:30 到 着 予定 。 や 意匠 に こだわ っ た 空 間 
各自 輌 の 浦 自由 散策 を お 楽し みく だ さい 日 星 夢 を お 愉し みく だ さい 。 
2 輌 の 清 温 泉 (900 出 発 )… 軸 の 浦 港 ( 瀬 戸 内 多 島 美 チ ャ ー タ ー ク ルー es 
ズ ノ 大 三島 ・「 旅 館 茶 梅 ] に て ノ 御手 洗 町 並み 保存 地区 Pe の 2 
を 散策 昼食 観光 含め 約 5 時 間 ) へ 今治 港 = 道後 温泉 ・ 別 邸 騰 月 夜 広島 県 
( 消 )※1600 到 着 予定 。 赴 天風 呂 付 客 室 を ご 用 意 
3 道後 温泉 (10:00 出 発 ) = 坂 の 上 の 雲 ミュ ー ジ アム (司馬 公 太郎 氏 の 小 
説 [ 坂 の 上 の 雲 」 を テー マ に し た ミュ ー ジ アム ノ 約 40 分 ) = レス トラ ン 門 
田 ( ) = 岡山 一 新幹線 「 の ぞ み 」42 号 グ リー ン 車 一 名 古屋 
(18:34 着 ) 虐 属 品 
※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
※ チ ャ ー タ ー ク ルー ズ は 悪天候 に より ルー ト 変 更 ま た は 欠航 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


計 ホ テル 大 列 紅 う らら 連 泊 3 


手 県 北 自動 車 同 
コー ス 番 号 客室 タイ プ 2ー3 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 


180.000 1 牧 旨 あり 
200,.000m 8 (制限 あり 


し つなぎ 温泉 


つなぎ の 名 湯 を 堪能 する 至福 の 宿 


全 9 室 


書 秋 


全 9 室 の 客室 に は 奥羽 連山 と 御所 湖 を 一 望 す る 露 


天風 呂 付 。 美 肌 の 湯 と し て も 人 気 の 高 い 源泉 掛け 流 出発 思 加 2 
し の 湯 を いつ で も ご 堪能 いた だ け ま す 。 1 小牧 ・ コ 1030 発 ) み FDA353 便 花巻 = ホテ ルフ ォ ル クロ ー ロ 花 
東和 ) = 岩手 銀行 ホレ ン ガ 館 (辰野 金吾 氏 が 設計 し た 上 盛岡 


銀行 本 店 跡 ノ 約 40 分 )= つ な ぎ 温 泉 ・ 湯 守 ホテ ル 大 観 別邸 うら ら ( 泊 ) 

Si ※1600 到 着 予定 。 温 泉 埋 天 風呂 付 客室 に 2 連 泊 。 

大 和牛 の 前 沢 牛 や 三陸 海岸 が な ど 美食 が 日 鳳 因 
上 の を 人 に 人 っ た UI 50。 2 つなぎ 温泉 (1000 出 発 )= 田 沢 潮 ( 和 を 景色 美しい 日 本 一 深い 潮 ノ 車窓 か 
ら 見 学 ) = 田町 武家 屋敷 ホテ ル ( 

) = 角館 ( 黒 礎 と 雪 の コン トラ スト が 美しい 、 み ちの く の 小 京都 プ 約 
50 分 )= つ な ぎ 温 泉 ( 連 泊 ) ※16:00 到 着 予定 

3 つなぎ 温泉 (930 出 発 ) = 盛岡 八幡 宮 (県 内 随 一 の 風格 を 持つ 古 社 約 40 
分 ) = あさ 開 ( 酒 造 見 学 / 約 30 分 )= モ ン ・ フ レー ブ ( 

。 eo ) = 宮沢 賢治 記念 館 ( 宮 沢 賢治 の 世界 と の 出会い の 施 

9 訟 る (イメ 設 / 約 60 分 )= 花 巻 み FDA356 便 小牧 "県 営 名 古屋 (1755 着 ) 華 司 如 

※ 雪 景色 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 


5 ョ ー 回 沿 回 

※ 写 真 は すべ て | お 問い 合わ せ ・ お 申し 込み 電話 受付 | 四季 の 華 | 省 () 5 ノ - う (0)- 0)0 4 4 較 上 RS クラ ブン ー リ ズム PASS 会 只 特 旧 り ます 入会 の 
こい (tb ュ に We 用 電話 乗 号 | 曲 宇川 | クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら ャ ! 

イメ ー ジ で す 月 ー 上 91517:30 (上 祝日 ほ 休業 ) | 専用 電話 番号 | の 系 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 間 60 が ある コー ス WE 限定 ! 回 3 褒 


人 


員 


ーーー ョ fl 絹 楼 NOCUCHT 画 館 」 」 9 


1 ! 


1 に 記 | 上 e き 和男 ee/ ジン 
ーー ん クジ ーッ 4 
ag さこ ュ 、『 人 還 洞爺 湖 温 泉 間 和 ET OOS 


* で 自然 を 満 舌 し リゾ ー ト ステ ィ を 楽し な 
< ー ェ に SsY 5 
R ー も 
ず 。 ウィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 
ザウ ィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 リゾ ー ト & ス パ ロビ ー 5 リ の ーー ト & ス パ Y 
画 同行 国 2 名 圏 12 名 國 同 乗 圏 不可 店 多き 護 員 エイ チ ・ ビ ー 観 光 同 等 洞爺 湖 や 内 浦 竣 を 望む ホテ ル 。 雄大 な 自然 と 上 質 な ホテ 


コー スズ 番 号 | 1 上 客室 タイ プ |2 消 上 客室 タイ プ 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) ル な ら で は の 響 応 が 極上 の ひと と き を お 約束 し ます 。 


* ペ ベア | 和 as タン | 240,000 呈 -300,000m 


無印 240.000 円 、O 印 270.000 円 、 印 280.000 円 、( ) 印 300.000 円 


es ニッ | xt| 260.000m-320,000m 
スイ ー ト | スイ ー ト | 260000F、OR290000H、 色 300000 四 、() 色 320000 
出発 日 騙 村 』28 信 |Z9 土 初 ・@) 介 日 臣 衣 ①( 朋 (4) 休 初日 
1 還 0 の の お / 木 プ 約 2.000 本 の エゾ ヤマ 
ザク ラ の トン ネル を 車窓 より 見 物 プ 桜 が 見 頃 で な い 場 合 は サイ ロ 展 望 台 へ 
ご 和 案内)= 洞 爺 湖 温泉 ・ 62 ウィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 リゾ ー ト & ス パ ( 泊 ) 
※ 夕 食 は 、 フ レン チ か 日 本 料理 の どちら か ご 選択 いた だ け ま す 日 日 図 
2 洞爺 湖 温 泉 (900 出 発 )= 森 町 青葉 ヶ 丘 公園 (ソメイヨシノ や 固有 種 青葉 枝 算 
な ど 約 1.000 本 の 桜 約 30 分 ) = 北斗 市 ( 戸 切 地 陣 屋 跡 へ と 約 800m 続 く 桜 
木 や 推定 樹齢 300 年 以上 の 法 亀 寺 の 枝垂れ桜 へ ご 案内 約 50 分 )= 五 入 郭 
タワ ー( 是 型 の 城 引 を 彩る 桜 名 所 約 60 分 )= 湯 の 川 温泉 ・ 望 楼 NOGUCHI 
函館 ( 泊 ) ※ 最 上 階 の 展望 露天 風呂 や 温泉 風 叶 付 の 客室 で お 寛ぎ くだ さい 。 タ 
食 は 、 道 産 の 食材 を 用 いた 和洋 折 夷 創作 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 圏 属 較 
3 湯 の 川 温泉 (8:30 出 発 )= 函 館 朝市 (買い 物 約 30 分 )= ト ラピス チヌ 修 
道 院 ( マ リア 像 を 沸 2 る 校 ノ 約 40 })= 函 館 み 中 部 (14:40 着 ) 図 還 因 
※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


有 衣 信 湯 の 川 温泉 


和 - モ ダン を コン セプト と し た 名 宿 


望 楼 NOGUCHI 此 館 


函館 山 や 津軽 海峡 、 街 並み を 一 望 。 客 室 は 温泉 
風呂 を 備え て お り 、 吉 沢 に お 飲 き いた だ け ます 。 


RG507 メソ ネッ トス イニ ト 客 室 ( 三 例 ) 


2 


で + 


バス 1 人 2 席 衣 ) 加賀 の 伝統 美 が 溢れ る 寛ぎ ざ の 名 答 

と な み チ ュー リッ プ フ ェ ア と 古都 ・ 金 沢 

和倉 温泉 「 加賀 屋 別邸 松乃 碧 」 3 レイ 
“ 各 


1 


滞在 中 、 お 好き な だ け お 楽し みい た だ け ま す 。 | へ 
能登 島 と 七尾 西 湾 を 望む 海 の 温泉 宿 * 隊 了 5 ソ リ ・( ド リン ク ・ ス イー ツ こ ーー 
加賀 『 屋 別 別 度 松乃 下 RT 加賀 屋 別邸 松乃 碧 客室 (一 例 ) 
・ 客 室 -( 八 蔵 庫 ド リ > 
な へ ・ 湯 あがり ラウ ン : (ドリ ンク ・ ア イス 
開 湯 1.200 年 の 歴史 を 誇る 和倉 温泉 の 名 旅館 。 館 内 | ・ 食 事 処 (夕食 "朝食 時 の お 飲物 


・ 守 か 尾 湾 ・ の 絶景 が 楽 (ドリ ンク ・ お 
や 客室 か ら 風 光明 如 な 七尾 湾 ・ 能 登 湾 の 絶景 が 楽 | 温泉 ND … (加賀 屋 グ ルー プ 旅 館 


し め ま す 。 心 安らぐ 贅沢 な ひと と き を 。 ※ー 部 特別 な も の 、 休 館 日 は 除く 


が 茶屋 街 


写真 提供 金沢 


ュ 3Wg RG618-C22 Mi 


納 引 eo) の (00.000 ロ -210,000m 


出発 日 騙 30 日 葉 衣 1④ (本 祝 日 無印 200.000 円 、 〇 印 210.000P 
] 名 古屋 (948 発 ) 一 特急 | しらさぎ ]5 号 紗 グ リー ン 車 一 金沢 金沢. ホテ ル 日 
人 e]] い の ww 大 航 金沢 ( 泊 ) ※1300 も MA に Mn を 
(3992 2 7 】 8 各自 ご 自由 に お 楽し みく だ さい 。 夕 食 は ホテ ル に て 中 国 料理 を ご 用 意 日 日 
ーー 2 金沢 (900 出 発 )= 砺 波 チュ ー リ ッ プ 公園 (と な み チ ュー リッ プ フ ェ ア を 自由 
見 学 プ 約 70 分 )= 高 岡 大 仏 ( 高 き 16m の 大 き な 仏像 プ 約 30 分 )= 高 岡 ・ 桜 
寿し (富山 湾 寿司 の 昼食 ) = 雨晴 海岸 (岩礁 が 多く 白砂 青松 の 景勝 地 ブ 
約 30 分 )= 和 倉 温泉 ・ 加 賀 屋 別邸 松乃 碧 ( 泊 ) ※15:30 到 着 予 定 。 オ ー ル 
イン クル ー シ ブ の 和 宿 で ゆっ た り と お 過ごし くだ さい 開 属 了 
3 和倉 温泉 (10:00 出 発 )= 輪 島 (朝市 の 見 学 プ 約 50 分 )… 輪 島 (部 土 料理 
の 昼食 )=( 千 早 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イノ 車窓 見 学 〉= に 和 き ほ 急 「 し ら さ 
ぎ 」14 号 匠 グ リー ン 車 一 名 古屋 (19:46 着 ) 國 同 園 | 

※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


ッ ゞ 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある ヽ S ツア ー 出 発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 (土日 祝日 と 呈 
ツア ー お 申し 込み 時 の | 1 L 間際 お 申し 込み の | は 人 <) 周 を た お 申し 込み の お 支払 い 方 は 、 カ ー  ※ 写 真 は すべ て 


夫 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特別 な 配慮 レア ま ・ 
お 願い 委 注 し する は お 中 し 込み の 隊 に 必ず お 中 し HH くだ SU 支払 い 方 法 に つい て | ド 決 済 の み 承り ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 イメ ー ジ で す 


10 


- < 0 


※1 月 1 日 現在 『 航 空 タ イヤ 及び 鉄道 ダイ ヤ が 未定 の た の 
便 名 :2 還 番号: 発汗 時 間 * 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 3 


(バス 1 人 2 雇 ) 2 泊 目 は 露 天風 呂 付き 客 宝 


E | 浜 千 島 の 湯 海 和 月] と 神戸 守 デ 


南紀 日 匠 高野山 貞 え 院 科 拝 
較 還 昌 白 浜 温泉 旭 う ツー 旧 衣 神戸 クル ー ズ ラン チ 


昼食 


江 十 島 の 湯 許 ガ 


男 同 行 国 2 名 圏 12 名 國 同 乗 較 不 可 
人 帝 産 観光 バス 同等 


ュー RG645-C22 
釘 紅 os 200,000m 


出発 日 葉 衣 5( 多 初日 
] 名 古屋 (947 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」15: 


ロロ 


与 匠 グ リー ン 車 王 新 神戸 = 神戸 港 (へ コン 


天 昌 


的 な 四 河 | の 膝 * 4 計 モ フ ィ フ 
| 理 多 どん た く 港 まつ り 」 ウ 


で 楽し 
※ 当 コー Sd 」 の 手配 の 都合 上 、 当 広告 で は 予約 希望 の 受付 の み と な り 、 MG 
完了 後 と な り ます 。 博多 どん た く 港 まつ り は 1 月 1 日 現在 、 開催 未定 と 4 て お り ます 。 開 催 『 生 じ 


た 場合 、 お 申込 み の お 客 様 に 別途 連絡 し ます 。 


コー スズ 番 号 RG670-C22 US 


全人代 ( あ 50 と の ク 1 0,.000 
出発 日 3( 水 初 ・4 (本 初日 
] 名 古屋 (9.30~9:50 発 ) 王 新幹線 「 の ぞ み 」 号 太 グ リー ン 車 王 博 多 … 


1 名 1 室 50,000 円 増 ( 部 屋 数 制限 あり ) 


福岡 : ホ テ 


ツェ ルト で クル ー ズ ラン チ ) = 相楽 園 ( 約 4000 株 の ツツジ と みず みず し い 新 緑 が 美 0 5 才 8 

し い 日 本 庭園 約 50 分 ) = 神戸 ・ 神 戸 ベ イシ ェ ラ トン ホテ ル & タ ワー ズ ( 泊 ) ル 日 航 福岡 ( 泊 ) ※ 各 自 博 多 ど ん た く 港 まつ り を お 楽し みく だ さい 。 夕 食 は 和食 ・ 

※16:00 到 着 予定 。 夕 食 は 中 国 料 理 を ご 用 意 日 琴 了 中 華 か ら お 選び いた だ け ま す 日 還 攻 

神戸 (900 出 発 )= 紀 三井 寺 ( 西 国 観音 霊場 第 二 番 札 所 。 ケ ー ブ ルカ ー を 利用 し 拝観 2 福岡 (830 出 発 )= 河 内 藤 園 ( 幻 想 的 な 藤棚 の トン ネル ンプ 約 50 分 )= 北 九州 ( 恒 
生生 ジジィ ラリ の 食 ) = 門司 港 レト ロ ( 街 並み 自由 散策 約 60 分 ) = 白 野江 植物 公園 (本節 の 花 

船 隠 し 洞 留 だ っ た と 伝え られ る 約 60 分 ) = 千晴 敷 ( 景 有 地 プ 約 30 分 ) = 白浜 温泉 ・ 泊 観賞 / 約 50 分 = 福岡 ・ ザ : ル イガ ンズ スパ & リ ゾー ト ( 泊 ) 

千鳥 の 湯 海舟 ( 泊 ) ※16:30 到 着 予定 。 館 内 の 湯 め ぐり な ど お 楽 し みく だ さい 剛 較 因 ※17:00 到 着 予定 。 北 は 玄界灘 、 南 は 博多 湾 を 望 な リゾ ー ト ホテ ル 。 洋 食 の 夕食 
3 自 浜 温泉 (000 出発 ) = 高野 山 ( 進 笠 理 の 昼食 と 案内 人 同行 で 金剛 挙 や 典 前 人 

之 院 を 拝 鈴 / 昼 食 含め 約 3 時 間 )= 新 大 阪 一 新幹線 「 の ぞ み ]50 与 評 グ リー ン 3 福岡 (800 出 発 ) = 宗像 大 社 辺 津 宮 (世界 遺産 約 40 分 )= 崇 屋 台 海 の 彩 ( 圭 

車 一 名 古屋 (19:58 着 ) 司 口 司 の 昼食 )= 海 の 中 道 海浜 公園 (ネモ フィ ラ な ど 花 観賞 プ 約 50 分 )= 博 多 一 新 幹 


※ 浜 生 鳥 の 湯 海 入 の 客室 露天 風呂 は 沸か し 湯 と な り ま す 。 ま た 景観 は 庭 側 と な り ま す 。※ ケ ー ブ ル カー・ ク ルー 
ズ 有 船 は 、 荒 天 等 に より 運休 に な る 場合 が ご ざい ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。※ 花 の 見 頃 は 気象 条 
件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


. 


線 「 の ぞ み 」 号 紛 グ リー ン 車 名 古屋 (20:10 一 20:40 着 ) 


※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。※ 博 多 湾 を 望む 客室 と は お 部 
く ) か ら 見 える 博多 湾 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 客室 で す 。 


図 還 司 
屋 (ベランダ を 除 


名 物 の ウニ 丼 を ご 賞味 


上 | 佳 連 区 紀夫 ] ・ 斉 | 編 万 浴 楼 」 


、 尽 半 人 出 寺社 ・ 混 泉 和 月 


記 IT 
の 見 頃 : 例年 月 中 旬 愛 5 月 上 旬 
の 色 は 変更 する 場合 か あり ます 。 


国 


較 同 行 国 2 名 圏 12 名 國 同 乗 較 不 可 故 旬 科 剛 中 国 ジェ イア ー ル バス 同等 


コー ス 番 号 1 泊 目 客室 タイ プ |2 一 3 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 出発 日 
司 GBRE251 同軸 

1 室 180,000m 加計 8 
RG666-C22 還 穫 3 190,000m 


] 名 古屋 (7:51 発 ) 二 新幹線 |「 のぞみ 」3 号 販 グ リー ン 車 二岡 山 = ザ ・ シ ロ ヤ マテ ラス 
津山 別邸 ( 魚 を 使っ た コー ス 料 理 )= 倉 吉 白壁 土蔵 群 ( 国 重要 伝統 的 建造 物 群 
保存 地区 を 自由 散策 プ 約 40 分 )= 三 朝 温 泉 ・ 三 朝 薬師 の 湯 万 翠 楼 ( 泊 ) 

※16:30 到 着 予 定 。 世 界 屈指 の ラジ ウム 泉 質 の 温泉 で ゆっ くり お 寛ぎ くだ さい 貴司 陶 
三朝 温泉 (900 出 発 )= 足 立 美術 館 ( 約 120 分 )= 日 本 庭園 由 志 園 ( 池 に 浮か ぶ 
ボタ ン 「 池 泉 牡丹 ] の 絶景 ・ 昼 食 プ 約 120 分 )= 玉 人造 温 泉 ・ 佳 翠 苑 皆 美 ( 泊 ) 
※16:30 到 着 予 定 。 飛 天 ま た は 瑞光 に 宿泊 。 名 湯 と 和食 会 席 の 夕食 を お 楽し みく 


2 と 只 門人 還 . 滑 の 道 


員 島 「 ホ テル アナ ガ 連 泊 


語 棚 目 決 路 島 


温暖 な 気候 に 恵まれ た 
淡路 島 の オー ベル ジュ < 


ホテ ルアナ が 


敢 に 耳 を 傾け る 痕 し の ひと と き を 。 淡 路 島 の 素材 
で 作ら れる 料理 は ここ だ け の 味わい が 具 し め ま す 。 


※ 渦 潮 は 気象 条件 等 に より 見 られ な し 和合 


男 同行 国 2 名 圏 12 名 藻 同 乗 圏 不 可 


コー スズ 番 号 RG640-C22 夏 帝 産 観光 バス 同等 


190,000m 


H 発 日 草 財 29 人 初日 
] 名 古屋 (11:19 発 ) 王 新幹線 | ひか り 」637 号 紗 グ リー ン 車 王 新 大 阪 = パ バル シェ 香 
り の 館 ( 花 の 見 学 と お 買い 物 プ 約 40 分 )= 伊 罪 諸 神 宮 ( 日 本 書 紀 に も 書か れ て 


誠 


人 ※ 名 1 室 は お 問い 合わ せく だ さい 


由 


いる 日 本 最 古 の 神社 を 参拝 / 約 30 分 )= 淡 路 島 . ホ テル アナ ガ ( 泊 ) 
※17:00 到 着 予定 。 オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 に 連 泊 。 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 口中 較 
2 淡路 島 (900 出 発 )= 鳴 門 公園 (大 鳴門 橋 遊 歩道 「 油 の 道 ] よ り 和 観 潮 公 園内 の 


自由 散策 含め 約 70 分 )= 栗 林 公 園 ( 国 の 特別 名 勝 に 指定 され た 回 遊 式 大 名 庭 
園 ノ 約 60 分 )= 淡 路 島 ( 連 泊 ) ※16:30 到 着 予定 。 夕 食 は 地元 素材 を 使っ た 淡路 
島 な ら で は の フラ ンス 料理 を ご 用 意 敵 略図 


る 


だ きい 研 同 陶 3 淡路 島 (900 出 発 ) = 大塚 国際 美術 館 (陶板 複製 画 を 中 心 と し た 美術 館 プ 約 3 
= 主 時 間 滝 在 )= ア オア ヲ ナ ルト リゾ ー ト (和食 の 昼食 )= 新 大 阪 一 新幹線 「 ひ か り ]」 
3 玉造 温泉 (9:00 出 発 )= 出 雲 大 社 (自由 参拝 プ 約 90 分 ) = 花房 商店 (ウニ 丼 の 昼 号 画 ゲリー ン 車 一 -12 苦 守 
食 )= 広 島 一 新 幹 # の 号 環 グリ ー ン > 古屋 (20:13 着 518 号 骨 グ リー ン 車 一 名 古屋 (17.42 着 ) 賠 品 
)= 広 島 王 線 | の で ぞ み 」52 ぢ 弄 グ リー ン 車 名 古屋 (20:13 着 ) 較 属 口 ※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 
※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 ※ オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 と は お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 客室 で す 。 
※ 写 真 は すべ て | 新幹線 ご 利用 時 の | 2 の に お しい ば 折笠 で す 2 が 、 捕り が あり ます また で きた 3 他 の お 主人 と 放電 れる こと と あり ます 。 を お 、 は の 全 有 り 2908 を 
メー ジ で す 荷物 に っ)5 Mr@ 超え る 荷物 は お 持ち 込み いた だ け ま せん 。 事 前 予約 せ ず に 「 特 大 荷物 ] を お 持ち 込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 ・ 税 込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に 
イ ン で 皿 ご し て いた だ く よ うお 願い いた し ます 。 ご 不明 な 点 は 、 弊 社 予約 セン ター に お 問い 合わ せく だ さい 。 


2023 年 4 月 21 日 発 [ 山 陰 コ ー ス (下り )] 。。 = っ 有 3 
る 2023 年 6 月 G 発 [山陽 山陰 周遊 =- ス ]  、 夫 し い 日 本 を ホテ ル が 走る 


「TWILIGHT EXPRESS 菊 風 」 


ES 「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 で 行く 


優雅 な る 旅路 


た た 立ち 寄り 観光 地 


ン 中 国 地方 の 5 県 の 木材 を 用 いた ドア や 沿線 の 伝統 工芸 品 ち つら えま し 
オー プン キッ チン か ら 伝わる 車内 調理 の ライ ブ 感 を 感じ つつ 、 大 き な 窓 を 流 空 まで 望む こ と が で きる 開放 的 な 展望 空 か ら 座 大 な 景色 や 星空 と いっ た 車 窟 を た 。 客 室 に いな が ちら 列車 の 左右 両側 を 眺望 で きる レイ アウ ト ' ぷ と 、 大 き な 窓 
れる 美しい 景色 を 眺め な が ら 、 食 の 匠 に よる 料理 を お 楽し みい た だ け ま す 。 お 楽し みい た だ ける と と も に 、 展 望 デ ッ キ で は 沿線 の 風 を 感じ て いた だ け ま す 。 に より 車窓 を お 楽し みい た だ け ま す 。※ ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 客室 を 除く 。 


帝国 ホテ ル 大 阪 > 国 有形 文化 財 見 学 HOTEL THE MITSUI KYOTOz は り 清 っ 京 二 
「TWILIGHT EXPRESS 環 風 | ぬ 「TWILIGHT EXPRESS 風 


画 同行 国 2 名 圏 12 名 団 一 部 陣 不 可 原 W 器 悦 近 鉄 バ ス (1 日 目 の み ) 同 等 弄 同 行 国 2 名 圏 12 名 國 一 部 陣 不 可 大 名 還 奈 良 交通 また は 奈良 観光 バス (1・2 日 目 の み ) 同 等 
コー ス 番 号 「 瑞 風 ] 客 室 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) コー ス 番 号 「 瑞 風 ]」 客 室 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 
0 ロイ ヤル ツイ ン 74 万 各 73470-C22 | ロイ ヤル ッ イ ン 124 方 各 
出発 日 晶 皿 2 1 出発 日 騙 6(% 日 
1 名 古屋 010 0 発 ) 王 〈 新 幹線 の ぞ み 号 廊 グ リー ン 車 〉 一 新 大 阪 = 懐石 北 瑞 ] 名 古屋 (10:10-10:40 発 ) 三 < 新幹線 の ぞ み 号 玉 グ リー ン 車 ) 一 京都 = 京 料理 は 
苑 ( )= 大 阪 倶楽部 ( 国 の 有形 文化 財 で 普段 立ち 入り で き り 清 ( )=[ 世 界 
な い 文 化 財 の 見 学 プ ヅ ホ ー ル に て ミニ コン サー ト を 開催 。 旅 の 始ま り の 特別 な ひと と き 遺産 ] 西本 願 寺 (案内 付 で 書院 拝観 と 国宝 [ 飛 雲 開 」〈 外 観 ) 特 別 拝観 )= 京 都 ・ 
を お 過ごし くだ さい ) = 大 阪 ・ 帝 国 ホ テル 大 阪 ( 泊 ) ※16:30 到 着 予定 。 人 THE MITSUI KYOTO( 治 ) 
曰 悦 因 条 城 を 眼前 に 望む ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 昌 贈 
2 大 阪 =< タ クシ ー) = 大 阪 王 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 に 乗車 ! 車 内 に て 2 に 所 泊 WIGHT EXPRESS 増 風 に 乗車! 車内 に で 
) デ 香住 (大 乗 寺 拝 観 / 應 昌 霊 質 庫 の 見 学 。 応 ) 王 岡山 (岡山 後楽 園 の 園内 散策 と [ 延 伏 亭 ] の 見 学 プ 能 銘 
挙 の 真 筆 に よる 税 絵 を 鑑賞 ) 一 (車内 に て 〉 デ 外 台 見 学 ) 王 < 車内 に て 〉 デ 列車 車 中 ( 泊 ) 開 悦 図 
還 車 中 ( 泊 ) 劇 属 区 3 一 (車内 に て ) 一 突 道 = 雲南 (菅谷 た た ら 山内 見 学 / 田 部 
3 一 須佐 く 〉= 萩 (松陰 神社 ・ 松 下村 塾 見 学 電 郎 * 土 蔵 群 見 学 / 神 楽 の 宿 で の 伝統 芸能 「 出 雲 神楽 」 を 鑑賞 
家 住 宅見 学 )= 東 萩 王 〈 車 内 に て ) 王 下関 = )= 松 江 ( 茶 室 「 明 々 庵 ] 見 学 と お 茶 の ふ る まい ) 
小倉 王 〈 新 幹線 の ぞ み 号 玉 グ リー ン 車 〉 王 名 古屋 (203421:21 着 ) 國 因 園 = 松江 王 〈 〉 デ 列車 車 中 ( 泊 ) 紅屋 陶 
※ 線 中 の 状況 に よっ て 、 運 行 ル ー ト が 変更 と な る 場合 が あり ます 。※ 東 京 * 症 出発 の お 客 様 と の 共同 催行 と な り ます 。 4 一 東浜 ( )= 鳥 取 ( 砂 の 美術 館 見 学 / 
※ 本 コー ス の バス は お ひと り 2 席 利用 で は ご ざい ませ ん 。 鳥取 砂丘 散策 )= 鳥 取 一 く ) 一 (新幹線 
| 大阪 都心 に あり な が ら 、 花 や 水 、 緑 溢れ る 環境 に の ぞ み 号 葵 グリ ー ン 車 ) 王 名 古屋 (1823 一 18:49 着 ) 較 局 固 
伝統 の 「 ぉ 6 て な し ] を 誇る 名 門 ホテ ル 建つ 伝 紀 の ホテ ル 。 客 守 か ら 上 淵 で きる 街 コース の rkO と 92 有利 BC き v ま tk。 2 
三 並み と 四季 折々 の 美しき に 包ま れ 、 贅 沢 な ひ 
常 国 ホ テル 大 阪 と と き を お 過ごし くだ さい 。 京 部 


二条 城 を 望み 三井 家 ゅ か り の 地 に 位 む 建築 、 工 装 、 食 な ど 日 


っ ンプ HOTEL 本 の 美しき を 体現 し た 


京都 屈指 の ラグ ジュ 剛 


TU 
KYOTO 人材 を 人 し た 美食 


を お 楽し みく だ さい 。 


コー ス 内 の | @ 条 件 / 男 (ツア ー デ ィ レク ター[ 添 乗員 ]) 国 (最少 受付 人 員 ) 圏 (最少 催行 人 員 ) 較 ( バ スガ イド ) 固 ( 相 部 屋 の 可 合 ) M (運行 バス 会 社 ) 倫 交 通 プ (バス ) 一 (JR) +(JR 以 外 の 私 鉄 ) …( ト ロッ コ 電 車 ) 
マー ク の 見 方 | (ケーブル カー ) や (ロー プ ウ ェ イ また は リフ ト ) …( 水 上 交通 ) (航空 機 ) …( 徒 歩 ま た は 自由 行動 ) 信 食 事 / 還 ( 朝 食 ) 属 ( 昼 食 ) 図 (夕食 ) 囲 (弁当 ) ( 部 屋 食 ) 圏 (軽食 ) 日 (食事 な し ) 本 (お 客 様 写真 ) 


Ps = 詞 ーー:mHI : = へ 、 ユ 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新宿 アイ ラン ドウ イン グ 
鐘 語 計 馬 中 近鉄 グフ ルプ フラ ブリ ー リ ズム 株式 会 1 人 第 1693 人 巡 人 取引 会員 JATA 正会員 
名 古屋 テー マ 旅 行 セ ンタ ー ェ 460.0008 受 知 県 名 古屋 市 中 区 栄 3-3-21 セン トラ イズ 栄 [総合 旅行 業務 取扱 管理 者 : 大 平 悦子 ] 管理 番号 :21213 2023 年 2 月 1 日 発生 
念 天候 ・ 交 通 事情 な ど に より 、 時 間 ・ 場 所 ・ 航 路 な ど を 変更 する こと が あり ます 。 欠 旅 行 サ ービス の 内 容 、 発 着 時 間 に 


5 ーー 了 い 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 こ の 旅行 契約 に 関 
つい て は 、2023 年 1 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 欠 詳 し い 旅 行内 容 を 記載 し た 書面 (パン フレ ッ ト ) を 送付 いた し ます の 剖 孝 か の 語 明 に つ 不 明 な 占 が きみ / 上 5 の 約 る 1e ー お た ず わ ね くだ さい 
で 、 事 前 に ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 。 倫 旅行 代金 に は 消費 税 等 諸税 が 含ま れ て いま す 。 し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 に お た ず ね くだ さい 。 


お 問い 合わ せ | 「 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ 四季 の 華 」 専 用 電話 番号 る 主 屋 052-300-0044 ご 来店 窟 品 の 営業 時 間 は | ※ 写 真 は すべ て 
お 申し 込み 電話 受付 月 一 土 9:15 一 17:30 (日 * 祝 日 は 休業 ) お 問い 合わ せく だ さい イメ ー ジ で す 


